運営委員会の「学習」部会の提案

2006年 7月 4日

学習部会メンバー　　　　　　

大嶋勝衛、三嶋紀子、鈴木信成

1、「学習」の趣旨

　(1)　市民会議会員の「自治基本条例とは何か」の認識について、会員間の一定の水準化・共通認識化をはかること。

　(2)　会員が広く一般市民に、ＰＩ活動や公開講座等を通じて、自治基本条例がなぜ必要なのか・どんなに大切か等の話題提供や関心･理解を高めていただけるようにすること。

　(3)　｢学習｣のポイントは、地方自治の本旨・住民自治の本質を、鎌倉市(行政等)の現状把握から出発して、多彩な多くの市民が参画し、行政と協働する鎌倉らしい自治基本条例に具体化・素案化するのに必要な多くの資料を収集･管理･提供すること。

2、情報の収集

　(1)　会員の情報の共有化と自己啓発を目的に、収集･発行した関係資料を集中管理するコーナーを事務局内に設け、会員各位の共通活用に提供する。

　(2)　収集資料は、地方自治、自治基本条例に関する各種文献･参考図書、及び他の地方自治体の条例制定例(手順、例文、例文解説等)、市既存の各種条例、その他必要なものとする。

　(3)　その他、鎌倉市の行政全般のＰＤＣＡ基本資料と自治基本条例制定に関係して発行された資料(事務局、市民会議、運営会議、他)の必要な全てを集中管理し、会員各位の共通活用に提供する。

3、学識経験者の支援

　　市民会議への活動支援・助言のため、学識経験者２～3名を市の経費で招請する必要性を検討する。

4、学習実施計画

　(1)　当面の方策として、会員、新会員(募集)、職員を対象にした、自治基本条例の講演会を開催する。事務局との相談や会員からの推薦者の募集などにより、講師･学識者を至急選定し、開催時期は８月末(8/31)目標とする。

　　　以後の全会員や一般市民への学習会は、策定作業と平行して開催する。

(2)　また、市行政の現状把握のため、市全体の各部局の夫々の業務概要及び夫々部局での市民参加の現状と今後について、市から会員への説明･勉強会を開催する。

　　以後の現行政把握の学習会は、事務局との相談や緊密な意見交換により適時継続する。

(3) 全体会の各種策定作業Ｇの各専門分野の学習,調査は、主には各作業Ｇが学習会等を実施し、学習部会(運営委員会)は副とし、総務,ＰＩ,広報との連携・共有化に当たる。
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